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＜今月の担当：小田嶋幸恵・安養寺優奈・岩崎くるみ＞

✿6月のプラン

6日(金) 誕生会

10 日(火) 地震訓練

12 日(木) 歯科検診

16 日(月) 弁当日

28 日(土) ゆり組親子の日

≪園庭開放 18 日(水)≫

＜編集後記＞

大阪関西万博、もう行かれましたか？私は今月行

きます。チケットを買った頃は、近いから行ってみ

ようかな？くらいの関心しかなかったのですが、開

幕後日々発信される情報にびっくり!!芸術品展示

や宇宙飛行、砂漠の砂をさわれたり名前も知らない

国の文化や食事にふれることができたり、また未来

のテクノロジーを知るなどこんな機会は二度とな

いと思うと今は楽しみで仕方ありません。できるだ

け多くのパビリオンを巡って壮大な地球を感じて

きます。 (小田嶋)

栄養士 阪本 小桃

子どもたちの「おいしい」の声や苦手な食

材に挑戦する姿に毎日励まされています。ま

だ分からないことも多く勉強の日々ですが、

先輩方や子どもたちから多く学びながら、楽

しく食事作りに取り組んでいます。これから

も食を通じて、子どもたちの成長を支えられ

るように頑張っていきます。よろしくお願い

します。

✿6月のプラン

6日(金) 誕生会

10日(火) 地震訓練

12日(木) 歯科検診

16日(月) 弁当日

28日(土) ゆり親子の日

≪園庭開放 6月 18 日(水)≫

６月のテーマ 「梅雨の季節を楽しもう」

雨音を聞いたり、葉っぱを伝う雨粒の動きを見たり、雨降りの日の様子を楽しむ。

室内ではあじさいやカタツムリ、虹などを題材にした製作や絵画を楽しむ。

＊6 月は全クラス統一のテーマです。

～歯科検診～

6 月 4 日は「虫歯予防デー」です。小さな

頃から歯の健康を意識することはとても大

切です。乳歯は虫歯になりやすく進行も早い

ので、定期的に歯医者を受診して歯を見ても

らうことや毎日の保護者の方の仕上げ磨き

が虫歯予防につながります。保育園では 6 月

12 日に歯科検診があります。近年虫歯のある

子が少なく嬉しく思っています。今年も元気

な歯でにこにこ笑顔が

見られることを楽しみに

しています。 (岩崎)

保育参観・クラス別懇談会

日頃なかなか知ることのできない、

子どもの園での様子や成長の一面に

触れることができ、大変貴重な時間と

なりました。また、先生方が一人ひと

りの子どもに丁寧に寄り添いながら、

関わってくださっている姿がとても

印象的で、子どもたちが安心して毎日

を過ごせる環境が整っていることを、

改めて感じました。

～ばら組 Hくんのおとうさん～

前半の輪ゴム鉄砲作りでは、いつの間

にか先生のお話を聞く態度がしっかり出

来るようになっていて、我が子やお友だ

ちの成長に驚きました。後半のリレーで

は、思いっきり走っている子どもたちの

姿がステキでした。お友だちが走ってい

る時は全力で応援し、温かい雰囲気が伝

わってきました。毎日園に楽しんで行っ

ているのも嬉しく思っています。卒園ま

での間、よろしくお願いします。

～ゆり組 Mちゃんのおかあさん～

さくら組 安養寺 優奈

さくら組は朝の会と製作でこまを作りました。たくさんの保護者の方に囲まれての歌は、

少し恥ずかしい様子。でも、身振り手振りをつけてかわいく歌っていました。こまは廃材を

使って保護者の方と一緒にシールを貼ったり絵を描いたりしました。楽しそうに何度も何度

も回していました。参観後は全クラス、クラス別懇談会を行いました。さくら組では、トイ

レトレーニングや夜の寝かしつけなどの悩みに対して経験談やアドバイスを頂き、皆さんで

意見を共有し合うことができて有意義な時間になりました。ご参加ありがとうございました。

初めての保育参観で一緒に行くと泣くのかな？と思っていましたが、いつもの様子で過

ごす姿を見れました。先生の話をしっかり聞いたり椅子に座って待てることも普段の私生

活では見ることがないので、発見でもあり成長を感じました。本人の様子を見て心配なく

預けていましたが、参観を通して園生活を見れたことでより安心しました。１才児は手が

かかる中お歌や体操、製作と活動盛りだくさんで向き合ってもらっていて、今日までの期

間でこの信頼関係は凄いなと感心しました。本当に感謝です。ありがとうございました。

～もも組 Mちゃんのおかあさん～

「行事の中ではぐくむもの」
園長 秋保 めぐみ

入園、進級から 2 ヶ月がたち、子どもたちも少しずつ落ち着いてきたように思いま

す。さて、保育園にはたくさんの行事があります。コロナ禍以降昨年から復活した行

事は、「観る」から「一緒に参加する」行事へとシフトチェンジしました。「ゆり親子

の日」もその中のひとつです。ゆり組(5 才児)の保育園生活の思い出作りの行事で、毎

年テーマを決めて親子で取り組んでいます。コロナ禍は「子どもランド」として子ど

もたちと職員だけで行ってきましたが、昨年「親子の日」として復活しました。今年

のテーマは、昨年からフラッシュカードを取り入れ国旗を覚えていたので、「楽しい世

界旅行」にしました。只今ゆり組は 6月 28 日(土)の本番に向けて、友だちと協力して

共同製作の真っ最中。ご家庭では、親子で国旗を作ったり世界の国の有名なものクイ

ズを考えたり、本番までのこの親子共同作業の密な時間の積み重ねがあるからこそ、

当日のワクワク感と得点を争ういろいろなゲームに親子で夢中になれるのです。保護

者の方の童心に帰ったような笑顔が今年も見られることと楽しみでなりません。親子

の日だけではなく、どの行事も目標に向かってがんばる気持が満足感や達成感につな

がります。だからこそ行事を大切に楽しいものにしたいと考えています。

新人の声
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